下諏訪観光協会を指定管理者とした理由
下諏訪町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第６条第２項「町長は、公の施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成するため、第２条による公募によらず、出資団体等を指定管理者の候補として選定することができる。」この選定の特例を適用。
【非公募の条件】　①及び②の(3)に該当
○八島ビジターセンターあざみ館の設置目的
八島ケ原湿原を中心とする自然に関する資料の収集、展示を行い、観光及び教育文化の向上発展に寄与するために設置。
○下諏訪観光協会を指定管理者とした理由
１．平成８年４月１日の開館当初から下諏訪観光協会が業務委託を受け、平成１８年４月１日から現在まで指定管理者として施設の管理・運営をしており、施設内容及び管理・運営を熟知している。
２．設置目的を理解し、その達成に向け組織を挙げて管理・運営を行っている。
３．年間８０万人近い観光客が訪れる八島高原は町有数の観光資源であり、下諏訪温泉と結びつけながら滞在型観光地形成を図る必要があり、そのための施策を講ずることができる団体と考える。また、観光協会が実施しているインタープリテーション事業は、その施策の一つとして評価できる。
４．美ヶ原、霧ヶ峰、白樺湖等ビーナスラインで結ぶ広域観光を想定したとき、他の市町村との連携を行政と同一歩調で展開できる団体として位置づけられる。
